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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月19日(2010.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第１電話装置と第２電話装置とをサポートするベースユニットを含む電話シ
ステムにおいて使用される方法であって、
　第１期間中に前記第１電話装置又は前記第２電話装置により受信される第１データフィ
ードを前記第１電話装置を用いてユーザが選択することを可能にするステップと、
　第２期間中に前記第１装置又は前記第２電話装置により受信される第２データフィード
を前記第１電話装置を用いて前記ユーザが選択することを可能にするステップと、
を有する方法。
【請求項２】
　前記第１データフィードと前記第２データフィードとは、ＲＳＳ（Ｒｅａｌ　Ｓｉｍｐ
ｌｅ　Ｓｙｎｄｉｃａｔｉｏｎ）データフィードである、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記第１電話装置と前記第２電話装置とは、電話ハンドセットである、請求項１記載の
方法。
【請求項４】
　前記ユーザは、前記第１電話装置の表示装置に表示されるユーザインタフェースを介し
前記第１データフィードと前記第２データフィードとを選択する、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　ユーザインタフェースの表示を可能にするデータを格納する手段と、
　第１期間中に当該電話装置又は異なる電話装置により受信される第１フィードと、第２
期間中に当該電話装置又は前記異なる電話装置により受信される第２フィードとを、前記
ユーザインタフェースを介しユーザが選択することを可能にする手段と、
を有する電話装置。
【請求項６】
　前記第１フィードと前記第２フィードとは、ＲＳＳ（Ｒｅａｌ　Ｓｉｍｐｌｅ　Ｓｙｎ
ｄｉｃａｔｉｏｎ）データフィードである、請求項５記載の電話装置。
【請求項７】
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　当該電話装置と前記異なる電話装置とは、電話ハンドセットである、請求項５記載の電
話装置。
【請求項８】
　前記ユーザ選択に対応するデータを第３電話装置に出力する手段をさらに有する、請求
項５記載の電話装置。
【請求項９】
　前記第１期間中に前記第１フィードと、前記第２期間中に前記第２フィードとを受信す
る手段をさらに有する、請求項５記載の電話装置。
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